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いわゆる債権法改正は，2020（令和 2）年 4月 1日から施行されました。大学の講義や定
期試験はもちろん，司法試験なども新法で出題がなされます。教科書や判例集も改正に対応
した改訂が順次され，みなさんも新法の理解を進めているかと思います。

　本書は，「法学教室」に掲載された同名連載を加筆などしてまとめたものです。改正規定をケースに
当てはめようとすると疑問が生じる・解法に困る場面があるから，一度しっかり考えてみようという趣
旨で始めた連載。検討会合でも，先生方が悩む姿を幾度と見ました。旧法下での判例法理や解釈論を規
定に反映し，国民にわかりやすい内容にすることも目的にされた改正なので，講義や教科書などでも
すっきり解説されることがあり，「わかった」と感じることも多いと思います。でも，ケースで実際に
規定を使うとなると…。
　すんなり理解できたと思ったときこそ，一旦立ち止まり，本書でケースに当てはめて考えてみてくだ
さい。理解の綻びや穴に気づくことができると思います。（鈴木）
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主要な改正点を取り上げ，ケースを素材に深く，丁寧に解説します。
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